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（平成27年２月末日現在）

●人　口　32,525人（対前月－７人）

　　　　   （男／ 15,568人　女／ 16,957人）
●世帯数　11,411世帯（対前月－７世帯）

４月５日（日）

４月４日（土）、５日（日）

　 ９日（木）

　 12日（日）

　 19日（日）

　 10日（金）

さが桜マラソン2015

休日窓口開庁

市内小学校入学式（脊振小学校除く）

佐賀県議会議員選挙

神埼市消防団入退団式

市内中学校入学式（脊振小学校含む）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
桜
が
満
開
の
王
仁
神
社
。
青
空
に
桜
の
花
び
ら

が
美
し
い
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
報
か
ん
ざ
き
１
月
号
の
松

本
市
長
の
挨
拶
の
な
か
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
韓

国
霊
岩
郡
の
百
済
門
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
門
が
顕
彰

公
園
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
月
の
表
紙

「
桜
満
開
の
王
仁
神
社
」
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４ 

月

神埼清明高校２年 書道部

荒木　亜美 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
あ
っ
と
い
う
間
に
２
年
生
に
な
り
、
部
活
動
に

も
す
っ
か
り
慣
れ
て
、
新
入
生
に
手
本
を
示
さ
な

い
と
い
け
な
い
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
年
生
で
は
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
の
科
目
を
多

く
選
ん
だ
の
で
、
た
く
さ
ん
の
資
格
が
取
得
で
き

る
よ
う
し
っ
か
り
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
勉
強

に
も
部
活
動
に
も
、
も
っ
と
気
合
い
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
政
10
年
目
に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る
／
夜
の
市

長
室 
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４

食
育
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！ 

��
�
�
�
�
�

６

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５ 

��
�
�
�
�
�

８

神
埼
市
議
会
２
月
定
例
会 

��
�
�
�
�
�
�

10

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

11

千
代
田
支
所
事
務
所
の
一
部
を
移
動
／
軽
自
動
車

税
の
税
額
変
更
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�

12

市
役
所
の
課
を
新
設
し
ま
し
た
／
ま
ち
づ
く
り
市

民
活
動
を
支
援
し
ま
す
！ 

��
�
�
�
�
�
�

13

定
住
促
進
へ
の
各
種
制
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
／

市
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

14

障
害
者
支
援
法
の
対
象
が
１
５
１
疾
病
に
拡
大

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

15

浄
化
槽
設
置
で
快
適
な
暮
ら
し
と
美
し
い
水
環
境

を 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

16

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�

17

４
月
か
ら
各
種
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
／
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
は
り
・
灸
施
術
券
４
月
１
日
か
ら

交
付
／
納
め
て
安
心
！
国
民
年
金
　
�
�
�
�

18

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
／

日
曜
祝
日
在
宅
当
番
医
／
児
童
手
当
の
手
続
き

を
！ 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

19

毎
日
健
診
が
始
ま
り
ま
す
!! 

��
�
�
�
�
�

20

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

��
�
�
�
�
�
�

21

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
神
埼
市
防
衛
協

会
役
員
・
会
員
募
集 

��
�
�
�
�
�
�
�
�

22

物
産
館
情
報
／
春
の
蔵
開
き
／
水
車
の
里
遊
学
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

23

い
き
い
き
大
学
受
講
生
募
集
中
!! 

��
�
�
�

24

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表 

��
�
�
�
�

25

公
民
館
だ
よ
り 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

26

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�

27

情
報
板 
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

28

相
談 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

30

２
人
の
ふ
る
さ
と
神
埼 

��
�
�
�
�
�
�
�

31

ま
ち
の
話
題 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

32

趣
味
あ
い
あ
い 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34

九
年
庵
春
の
一
般
公
開
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

��

35

神
埼
食
彩 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

36
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地
域
の
活
性
化
の
基
本
的
な
考
え
に
つ

い
て
は
、
先
月
号
で
お
話
し
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
市
政
運
営
に
お
け
る
行
政
経
費

の
節
減
と
効
率
の
追
求
は
、
常
に
心
掛

け
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
事
務
事
業
の
中
で
、
近
隣
の
市

町
と
の
協
力
、
共
同
で
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
、
か
つ
、
経
済
的
で
効
率
的
で
あ

る
も
の
（
広
域
行
政
、
広
域
連
携
）
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

広
域
行
政
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事

務
事
業
は
、
①
常
備
消
防
②
介
護
③
し
尿

処
理
④
ご
み
処
理
、
さ
ら
に
⑤
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
葬
祭
公
園
整
備
、
市
町
合
併

お
よ
び
ご
み
処
理
の
３
点
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

① 

葬
祭
公
園
整
備
の
課
題

　

葬
祭
公
園
の
整
備
は
神
埼
市
お
よ
び

吉
野
ヶ
里
町
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
両
市
町
は
、
共
同
建
設
を
目
指

し
て
平
成
24
年
６
月
８
日
に
『
神
埼
市
・

吉
野
ヶ
里
町
葬
祭
公
園
整
備
促
進
協
議

会
』
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

８
回
に
わ
た
り
会
合
・
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
協
議
・
決
定
し
た
事
項

は
、
①
両
市
町
共
同
で
建
設
整
備
す
る

②
場
所
は
神
埼
町
の
小
渕
・
志
波
屋
・

三
谷
地
区
に
ま
た
が
る
土
取
場
跡
地
の

一
部
分
（
10
㏊
程
度
）
③
取
り
付
け
道

路
は
、
県
道
三
瀬
・
神
埼
線
か
ら
と
県

道
佐
賀
・
川
久
保
・
鳥
栖
線
か
ら
と
の

案
を
検
討
す
る
と
し
、
そ
の
他
は
こ
れ

か
ら
の
協
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
元
と
の
協
議
進
展
の
経
緯

は
、
①
平
成
25
年
６
月
17
日
、
小
渕
・

志
波
屋
・
三
谷
地
区
で
構
成
さ
れ
た
土

砂
採
取
場
跡
地
対
策
委
員
会
と
の
協
議

を
重
ね
る
中
で
、『
北
部
山
麓
用
地
等
に

係
る
整
備
促
進
に
つ
い
て
』
の
要
請
書

の
提
出
を
受
け
、
更
に
、
地
元
の
調
査

の
了
承
を
い
た
だ
き
建
設
場
所
と
取
り

付
け
道
路
案
の
想
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、『
葬
祭
公
園
整
備
基
本
構

想
（
案
）』
を
作
成
す
る
た
め
に
跡
地
対

策
委
員
会
と
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
適
宜
に
各
地
区
に
対
す
る
地
元
説

明
会
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
今
年
２
月
22
日
に
跡
地
対
策
委

員
会
へ
の
説
明
、
協
議
を
行
い
、
３
月

１
日
に
は
小
渕
地
区
お
よ
び
志
波
屋
地

区
に
、
翌
２
日
に
は
三
谷
地
区
に
対
し

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
か
ら
は
、
平
成
27
年
１

月
23
日
付
で
多
く
の
要
望
事
項
を
ま
と

め
た
『
北
部
山
麓
用
地
等
の
整
備
に
係

る
地
元
要
望
に
つ
い
て
』
の
要
請
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
要
望
内
容
に
つ
い

て
は
、
神
埼
市
と
吉
野
ヶ
里
町
が
共
同

で
対
応
す
べ
き
も
の
、
神
埼
市
が
単
独

で
対
応
す
べ
き
も
の
、
あ
る
い
は
市
の

補
助
事
業
等
を
利
用
し
て
地
区
で
対
応

を
お
願
い
す
る
も
の
な
ど
へ
の
区
分
け
、

整
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
、
一
部
の
住
民
の
方
々
に
よ
る

反
対
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
を
い
た
だ
く
よ
う
努
力
を
重
ね
、
是

非
と
も
事
業
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
供
用
開
始

を
平
成
30
年
か
ら
平
成
31
年
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
地
元
住
民
の
ご
理
解

と
ご
協
力
な
く
し
て
の
葬
祭
公
園
の
建

設
は
で
き
ま
せ
ん
。
全
市
民
あ
げ
て
の

ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

② 

市
町
合
併
の
課
題

　

私
は
、
広
域
行
政
の
有
効
性
と
平
成

の
大
合
併
に
お
い
て
、
旧
神
埼
郡
は
一

つ
に
な
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
と
信
じ
、
私

な
り
に
こ
れ
ま
で
吉
野
ヶ
里
町
と
の
合

併
を
機
会
あ
る
ご
と
に
模
索
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
現
に
、
両
市
町
の
合
併
を

前
提
と
し
た
場
合
に
お
け
る
両
市
町
の

合
併
特
例
債
の
優
遇
期
限
は
平
成
32
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
に
残
さ

れ
た
時
間
的
猶
予
は
わ
ず
か
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
今
年
１
月
８
日
に
多
良
正
裕

町
長
に
礼
を
失
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う

に
配
意
し
な
が
ら
『
市
町
合
併
に
向
け

た
意
見
交
換
に
つ
い
て
（
照
会
）』
文
書

を
持
参
し
、
２
月
末
日
ま
で
に
話
し
合

い
の
場
が
持
て
る
か
ど
う
か
の
返
事
を

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

②

　
　
　
　

広
域
行
政
へ
の
対
応
…
地
方
創
生
（
広
域
連
携
）

市
長
　
松
本
　
茂
幸
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夜の市長室 どんなことでも構いません。　皆さまの声をお聞かせください！

　３月の脊振支所開催分には、１組１人が来庁されました。

◎問い合わせ　　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き と こ ろ

４月７日（火） 18：00 ～
20：00

神埼市役所
４月28日（火） 千代田支所

※当日は、来庁順で受け付けを行います。
（１組30分程度）

※お住まいの地区に関係なくお越しいた
だけます。

※５月分は日程が不規則となっています。

い
た
だ
く
よ
う
に
申
し
出
た
と
こ
ろ
で

す
。
１
時
間
を
超
す
説
明
を
試
み
、
文

書
の
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

「
時
期
尚
早
」、「
合
併
よ
り
吉
野
ヶ
里
町

と
し
て
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
多
良
町
長
は
照
会
文
書
を
受

け
取
れ
な
い
と
の
即
断
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
現
実
を
、
２
月
９
日

の
神
埼
市
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、

神
埼
市
独
自
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
べ
き
だ
。
ま
た
、
再
考
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
っ
た
大
き
く

二
通
り
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
、
自
身
に
よ
る
再
要
請
は

困
難
だ
と
判
断
す
る
た
め
、
市
議
会
と

し
て
の
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
で
き
れ

ば
と
の
含
み
あ
る
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
隣
接
の
町
と
の
友
好
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
相
互
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③ 

ご
み
処
理
の
課
題

　

30
年
ぐ
ら
い
以
前
に
、
大
気
汚
染
源

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
社
会
問
題
と
し
て

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
佐
賀

県
は
ご
み
の
焼
却
炉
24
時
間
連
続
運
転

を
推
進
す
べ
く
、
一
般
廃
棄
物
焼
却
処

分
（
ご
み
処
理
）
の
収
集
区
域
を
大
き

く
四
つ
の
県
域
に
区
分
し
、
そ
の
地
域

を
示
し
ま
し
た
。
神
埼
市
は
、
神
埼
市

以
東
の
鳥
栖
・
三
養
基
・
神
埼
の
範
囲

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
や
き
町
中
原
地
区
に
あ
り
ま
す
鳥

栖
・
三
養
基
地
区
ご
み
処
理
場
の
建
て

替
え
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
栖
・

三
養
基
西
部
環
境
施
設
組
合
（
管
理
者 

末
安
伸
之
・
み
や
き
町
長
）
か
ら
脊
振

塵
芥
共
同
処
理
組
合
に
対
し
県
指
定
圏

域
で
の
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
の
協
議

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
を
受
け

平
成
26
年
２
月
17
日
に
関
係
市
町
長
お

よ
び
担
当
者
で
初
協
議
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
協
議
の
内
容
、

展
開
に
よ
っ
て
、
真
に
神
埼
市
民
の
ご

み
処
理
と
し
て
の
妥
当
性
の
是
非
を
見

極
め
、
広
域
処
理
に
取
り
組
む
べ
き
か

を
研
究
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
で
は
、
観
光
事
業
の
広
域
化

と
し
て
佐
賀
広
域
圏
観
光
等
推
進
委
員

会
（
佐
賀
市
・
小
城
市
・
多
久
市
・
吉
野
ヶ

里
町
・
神
埼
市
）
が
設
置
さ
れ
、
観
光

お
よ
び
地
域
産
品
・
商
品
流
通
の
推
進

の
た
め
構
成
市
町
が
協
力
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
農
産

物
は
じ
め
各
種
産
品
の
共
同
販
売
所
の

設
置
及
び
販
売
促
進
を
隣
接
自
治
体
共

同
で
取
り
組
む
試
み
へ
の
動
き
が
あ
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
色
々
な
広
域
化
の
事

務
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り

と
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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食育について考えよう！
『食育』ってなぁ～に??

「食べること」は
「生きること」

なぜ食育が必要なの??
　社会情勢の変化やライフスタイルの多様化に伴い、食

生活が豊かになった一方で、肥満や生活習慣病の増加、

過度の痩身など健康への影響が問題となっています。ま

た、少子高齢化や核家族化が進み、伝統ある食文化の喪

失や食を大切にする心の欠如など心の健康にも影響を及

ぼしています。そのため、一人ひとりが「食」に関する

意識を高め、「食」に関して適切な判断ができる力を身に

つけることによって、心身の健康を増進する健全な食生

活を実践するために、食育の推進に取り組んでいくこと

が求められています。

　『食育』は、生きる上での基本であって、様々な経験を通じて「食」

に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践

することができる人間を育てることです。

　市では、平成27年３月に第２次神埼市食育推

進基本計画「きらり かんざき 食育プラン」を策

定しました。本計画を策定するにあたり、食育ア

ンケート調査の実施や策定委員会およびワーク

ショップを立ち上げて、様々な関係団体の方たち

にご協力いただきました。

　計画書は、市のホームページでご覧いただけます。

第２次神埼市食育推進基本計画

「きらり かんざき 食育プラン」
を策定しました!!

＊～＊～＊～＊食育アンケート調査の結果から見えてきたこと＊～＊～＊～＊

①朝食の摂取頻度
朝ごはんを食べよう!!

　脳の活動エネルギーは主にブドウ糖の働

きによるものです。しかし、ブドウ糖は体

内に大量に保存しておくことができません。

夜中も脳が動いているのは、晩ご飯で食べ

たブドウ糖が使われているためです。その

ため、朝の脳はエネルギーが不足している

状態です。朝、脳のためにエネルギーをしっ

かり摂らないと、集中力が高まらずイライ

ラが続いてしまいます。

　脳と体のためのエネルギーになる朝ごは

んをきちんと食べましょう。その時、代謝

を促進するビタミンB群（豚肉・ハム・納豆

など）を合わせて摂るのも効果的です。

20 30 40 50 60 70 80 90

毎日朝食を食べる人の割合は、20 歳代で低下し半数程度と

なっています。
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②野菜の摂取量

〈野菜と野菜ジュース・サプリメントの違い〉

１日350gの野菜を食べよう!!

　野菜に豊富に含まれる栄養素（ビタミン
Ａ、ビタミンＣ、カリウム、カルシウムなど）
を摂るために、1日350gの野菜を食べるこ
とが推奨されています。野菜350gはどれく
らいの量かと言うと、小鉢１皿分は、野菜
約70ｇ分に相当するので、1日5皿以上（70g
×5皿＝350g）とし換算するとわかりやす
くなります。
　野菜に含まれるビタミンは、ご飯などに
含まれる炭水化物が体内でエネルギーに変
わる手助けをしてくれます。摂取した栄養
素が体内で利用されるためには、ビタミン
類（特にビタミンＢ群）をきちんと摂るこ
とが必要です。また、ミネラルは生命機能
の維持・調節に不可欠で、特に野菜に多く
含まれるカリウムは、余分なナトリウム（食
塩）を体外に排泄するのを手助けしてくれ、
高血圧の予防にもなります。

20

～ ～

30 40 50 60 70 80 90

　野菜を毎日食べている人のうち、成人が１日に必要とされる 350ｇ

（約小鉢５皿分）を食べている人の割合は、２割前後となっています。

“私たちの健康は私たちの手で”

　神埼市食生活改善推進協議会では、食を通した健康づ

くりのボランティアとして活動を進めています。食育の

推進やバランスのとれた食生活の定着を目的に、料理教

室を実施したり、イベント等に参加し、地域ぐるみのよ

りよい食習慣づくりに努めています。

〈
地
区
巡
回
料
理
教
室
で

　

活
躍
す
る
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
〉

◎問い合わせ　　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

野　　菜 野菜ジュース・サプリメント

脳 噛むことで脳に伝わり味覚が育ちます。

口 噛む！ 噛まない。

胃
量感が増し、腹持ちが良い。
２～３時間かけてドロドロになる。

腹持ちがしないので、胃を素通り…

すい臓 インスリンがゆっくり出動。 インスリンが急出動！

小腸
腸の壁にへばりつき、糖や油、コレステロー
ルの吸収がゆっくり進む。

一気に吸収。

大腸
食物繊維が腸内細菌のエサになる。
免疫を高めがんを予防。

食物繊維が少ないので、大腸の動きが
少ない。

腎臓
尿酸やナトリウムを尿へ出す。
高血圧・結石予防。

腎臓は大忙し！
とり過ぎたビタミン類を尿へ。

便 便の材料10 ～ 15％ 便の材料が少ない。
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　今月５日（日）、いよいよ「さが桜マラソン」ＳＴＡＲＴ！

　応援イベントは吉野ヶ里歴史公園で

　沿道の花でランナーをおもてなし

　市民、中学生、高校生など多くのボランティア協力により、いよいよ、今月５日（日）に「さが桜マラソン
2015」が開催されます。
　大会は、フルマラソンの部で全国から約8,500人のランナーをお迎えして神埼の“春”や“歴史”を満喫してい
ただきます。市内においては、約11㎞がコースになっており、疾走するランナーにコース沿道で神埼らしいおもて
なしを実施したいと考えております。
　当日は、皆さまもコース沿道や吉野ヶ里歴史公園へお越しいただき、ランナーへの温かいご声援をお願いします。

　大会を盛り上げるため、フルマラソンの折り返し
地点となる吉野ヶ里歴史公園で応援イベントを開催
します。
　応援者には、神埼そうめん協同組合の皆さまと神
埼市食生活改善推進協議会の皆さまによる「そうめ
ん」「ぜんざい」のおふるまいが行われます。　また、
ゲストの千葉真子さんや「くねんワン」「くねんニャ
ン」のゆるキャラ応援も行いますので、ぜひお越し
ください。
　なお、ランナーが駆け抜ける吉野ヶ里歴史公園内
の県営公園側は、当日無料開放デーとなっています。

○先頭ランナー入園予定時間　10時14分
○最終ランナー通過予定時間　12時41分
　　　　　　　　　　　　　　（関門時刻）

　２月下旬、西郷地区、鶴西地区、犬の目地区の皆さまが、「さが桜
マラソン2015」のコースとなる野寄交差点から平ヶ里交差点まで
の桜並木の根元に花苗を植えられました。
　花苗植えは、ランナーに桜だけでなくきれいな花も見てもらいな
がら、快適に楽しんで走ってもらおうと西郷地区区長会の発案で実
施さています。
　約200人の方々が参加され、スコップを手にガザニア、マーガ          
レットなど４種類、800本の花を丁寧に植えられました。
　また、花苗を植えられたあとは、沿道の除草、清掃活動も行われ
ました。

※吉野ヶ里歴史公園へお越しの皆さまへ
　車でお越しの方は、「吉野ヶ里公園西入口」
交差点北の臨時駐車場をご利用ください。

さが桜マラソン 2015
SAGA SAKURA MARATHON

◎問い合わせ　企画室　企画係　☎37-0102
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路線バスの運行変更予定
　全国１万人のランナーが疾走する、さが桜マラソン2015を、４月５日（日）に開催し
ます。大会当日は、広い範囲で交通規制が行われ、交通混雑が予想されます。※詳しくは
市報かんざき３月号Ｐ９をご覧ください。
　コース周辺の住民、事業所の皆さまをはじめ、施設利用や通行者の皆さまなど、多くの
方にご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解とご協力をお願いします。

☎27-0738
◎問い合わせ
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各課からのお知らせ

神
埼
市
議
会
２
月
定
例
会

　○平成27年度一般会計当初予算の主な事業（☆は新規事業） （単位：千円）
事業名 予算額 事業の内容 担当課

☆ 空き家改修費助成事業 6,000
空き家情報登録制度（空き家バンク制度）を創設し、制度を活
用して成約（見込含）した物件について、その改修費用などの
一部を助成する。

企画室
☎37-0102☆ 神埼市合併10周年記念事業

（準備経費） 2,125
平成28年3月20日に10周年の節目を迎え、この節目を記念して行
う記念事業の準備を行う。（合併10周年記念事業実行委員会の設
立および10周年のＰＲなど）

☆ 神埼市合併10周年記念
広報番組ラジオ放送事業 18,180

同番組を合併10周年記念事業のＰＲなどをメインとした番組に
再編成し、神埼市を市内外に強くアピールするとともに、市の
イメージアップおよび市勢高揚を図る。

☆ 神埼市合併10周年記念
バスラッピング業務委託事業 2,258

合併10周年を記念し、市有マイクロバスに市の観光情報等を装
飾しラッピングバスを動くメディアとすることで、県内外の広
いエリアに効果的に神埼市のPRを行う。

財政課
☎37-0101

消防施設費 27,799 消防施設の新設・撤去、改修を行うとともに、年次計画に基づ
いた消防設備（小型動力ポンプ・積載車）の更新を行う。

防災危機
管理課
☎37-0104

☆
合併10周年記念
オリジナルナンバープレート交
付事業

526 合併10周年記念事業として、原動機付自転車につき、神埼市独
自のオリジナルナンバープレートを作成し、交付する。

税務課
☎37-0114

☆ 合併10周年記念
地域次世代育成支援事業 700 合併10周年を記念して、次世代を担う新生児の誕生を祝して記

念品（オリジナル母子手帳等）を贈る。
健康増進課
☎51-1234

農業基盤整備促進事業 528,300
担い手への農地集積を加速するため、農地の大区画化・汎用化
等の基盤整備と、耐用年数を迎える農業施設の適切な保全管理
を地域の実情に応じて実施し、農業競争力の強化を図る。（暗渠
排水工事の実施）

農政水産課
☎37-0117

☆ 神埼市南部工業団地造成事業 27,196
新たな就労機会の創出による雇用の場を確保し、若者の定住促
進並びに地域経済の活性化に寄与するため、「神埼市南部工業団
地」を拡張・造成する。

商工観光課
☎37-0107

道路橋梁新設改良事業
（社会資本整備総合交付金） 252,019

国営千代田西１号線をはじめ、市道路ストックである橋梁、法面、
舗装、附属物（照明灯）を適正に管理するため、引き続き長寿
命化および修繕を実施する。

建設課
☎37-0103

小中学校屋根・外壁改修事業
（防災機能強化） 209,096 老朽化により劣化した小中学校校舎の屋根および外壁の防水改

修工事を行い、学校施設の保全および児童の安全を確保する。
学校教育総
務課
☎44-2296

☆ 神埼市サマーキャンプ事業 1,177
神埼市内の小・中学生を対象に集団宿泊訓練や野外体験活動等
を通して、我慢する心・規律・協調・友愛・奉仕の精神を養い、
心身ともに健全な青少年を育成する。 社会教育課

☎44-2731登録有形文化財「福成歯科医院
（旧古賀銀行神埼支店）」活用地
域活性化事業

40,002
国登録有形文化財「福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支店）」を有
効に活用するため、旧古賀銀行神埼支店を当時の姿に復原、整
備を行う。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議

　

市
議
会
２
月
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
26
日
間
開
か

れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
や
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
の
予
算
案
12
件
、
神
埼
市
教
育
委
員
会
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
制
定
な
ど
の
条
例
案
10
件
、
人
事
案
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
な
ど
の

そ
の
他
の
議
案
３
件
、
合
計
26
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
５
億

８
，０
０
０
万
円
。
26
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
10
億
７
，４
０
０
万
円
多
く
８
・

０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
当
初
予
算
は
骨
格
編
成
で
あ
っ
た
た

め
、
26
年
度
の
第
１
号
補
正
予
算
で
計
上
し
た
実
質
的
な
規
模
と
の
比
較
に

お
い
て
は
、
０
･
５
％
の
減
と
、
ほ

ぼ
同
じ
規
模
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
。

合
併
10
年
目
を
迎
え
て

　

27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
神
埼
市
憩
の
家
改
築
事
業
や

神
埼
市
中
央
公
民
館
改
修
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
が
完
了
し
た
も
の
の
、
前
年

度
に
引
き
続
き
道
路
や
施
設
・
農
業
基
盤
の
整
備
な
ど
の
ほ
か
、
定
住
対
策

や
子
育
て
支
援
な
ど
を
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
準
備
経
費
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
28
年
３
月
に
３
町
村
合
併
10
年
の
節
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
い
、
ま
た
本
市
の
魅
力
を

市
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
市
有
バ
ス
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
原
動
機
付
き
自
転
車
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
作
成
な

ど
の
事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
事
業
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▲整備を行う旧古賀銀行神埼支店
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　○平成26年度一般会計補正予算の主な事業（☆は新規事業） （単位：千円）
事業名 予算額 事業の内容 担当課

☆ 神埼市総合戦略策定事業 5,220
「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、国・県の長期ビジョン
および総合戦略を勘案しつつ、「人口ビジョン」および「総合戦
略」の策定に取り組む。 企画室

☎37-0102
☆ 定住促進対策事業 47,200

人口減少対策として、市内への定住を奨励するため、居住部分
床面積50㎡以上、かつ取得価格200万円以上の住宅取得者（新築・
購入・建替）に補助金を交付する。

☆ 子育て応援事業 2,372 子育てに係る悩みや諸問題について、解消・解決に向けた子育
てに関する情報を発信し、子育て支援を行う。

福祉課
☎37-0110

☆ ベビー用品貸与事業 3,906 第１子の新生児が誕生した世帯（市民税所得割額非課税世帯）に、
ベビーカーおよびベビーベッドを貸与する。

☆ くらし応援商品券事業 26,930
低所得者や子育て世帯を対象として、「神埼市地元購買力推進券」
を交付し、くらし・生活の応援を行うとともに、市内の消費喚
起および地域経済の活性化を図る。

☆ 神埼市地元購買力推進券事業
（交付金事業） 45,087 プレミアム付商品券事業に取り組み、市内の消費喚起および地

域経済の活性化を図る。
商工観光課
☎37-0107

地
方
創
生
を
ふ
ま
え
た
補
正

　

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
各
事
業
の
決
算
見
込
み
に

伴
う
補
正
及
び
国
の
経
済
対
策
に
対

応
し
た
予
算
編
成
と
な
り
、
今
回
の

補
正
予
算
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
総

額
そ
れ
ぞ
れ
１
４
９
億
６
，０
９
０

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
新
規
事
業
と
し
て
、
国
の
補

正
予
算
に
伴
う
事
業
の
う
ち
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基

づ
い
て
行
う
神
埼
市
総
合
戦
略
策
定

事
業
や
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
行

う
定
住
促
進
対
策
事
業
を
計
上
。
ま

た
、
ベ
ビ
ー
用
品
貸
与
等
に
よ
る
子

育
て
世
帯
の
応
援
事
業
、
く
ら
し
応

援
商
品
券
事
業
や
、
20
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
す
る
神

埼
市
地
元
購
買
力
推
進
券
事
業
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
27
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し

ま
す
。

▲観光情報等の装飾を行う市有バス

▲改修工事を行う千代田中学校校舎

　
　臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

消
費
税
の
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て

世
帯
へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度

に
支
給
さ
れ
た
２
つ
の
給
付
金
。
平
成
27
年
度
も
引

き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
通
知
書
を

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
申
請
期
間
や
申
請
方
法
な

ど
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

【
対
象
者
】

・
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
神
埼
市
に
住
民

票
が
あ
る
方

・
平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保

護
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外

【
給
付
額
】
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

【
対
象
者
】

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除

く
）
の
受
給
者

【
対
象
児
童
】

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児

童
手
当
（
特
例
給
付
を
除

く
）
の
支
給
対
象
児
童

【
給
付
額
】
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
３
千
円
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軽
自
動
車
税
の
税
額
変
更
の
お
知
ら
せ

千
代
田
支
所　

事
務
所
の
一
部
を
移
動

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

総
務
係　

☎
４
４
‐
２
１
１
１

　

３
月
16
日
か
ら
、
千
代
田
支
所
内
の
次

の
部
署
を
移
動
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
農
政
水
産
課
分
室

・
神
埼
市
土
地
改
良
区
千
代
田
分
室

・
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

・
三
神
視
聴
覚
教
育
振
興
会

各課からのお知らせ

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動

車
税
が
上
記
の
と
お
り
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

※
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
お

よ
び
小
型
二
輪
車
に
係
る
税
率
の
引
き
上

げ
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
４
月
１
日
に
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

※
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
平
成

28
年
４
月
１
日
よ
り
、
最
初
の
新
規
検
査

（
初
年
度
登
録
）
に
よ
り
車
両
番
号
の
指
定

を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
14
年
を
経
過

し
た
月
に
属
す
る
年
度
分
の
軽
自
動
車
税

（
三
輪
以
上
）
に
つ
い
て
は
、
重
課
税
額
と

な
り
ま
す
（
平
成
28
年
度
に
重
課
税
対
象

と
な
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
、
平
成

14
年
12
月
31
日
ま
で
に
初
年
度
登
録
さ
れ

た
車
両
と
な
り
ま
す
）。
た
だ
し
、
燃
料
の

種
類
が
電
気
・
天
然
ガ
ス
・
メ
タ
ノ
ー
ル
・

ガ
ソ
リ
ン
電
力
併
用
の
軽
自
動
車
お
よ
び

被
け
ん
引
車
は
重
課
税
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

（
注
）

　
　

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
新

車
か
ら
新
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の
新

規
検
査
を
受
け
た
も
の
は
現
行
の
税
額
に

据
え
置
き
。

車種区分 平成27年度
まで

平成28年度
から

車種区分

平成27年3月
31日 ま で に
新規登録した
車

平 成27年4月1
日以降に新規登
録した車

最初の新規検査
（初年度登録）か
ら13年を超過し
た車（平成28年
度から）

一種 　  50cc以下 1,000円 2,000円

二種乙　 90cc以下 1,200円 2,000円 重課税額

二種甲 125cc以下 1,600円 2,400円 軽四輪
乗用

（自家用） 7,200円 (注) 10,800円 12,900円

ミニカー 2,500円 3,700円 （営業用） 5,500円 (注)   6,900円 8,200円

軽二輪 2,400円 3,600円 軽四輪
貨物

（自家用） 4,000円 (注)   5,000円 6,000円

小型特殊
（農耕用） 1,600円 2,400円 （営業用） 3,000円 (注)   3,800円 4,500円

（その他） 4,700円 5,900円
軽三輪 3,100円 (注)   3,900円 4,600円

小型二輪　250cc以上 4,000円 6,000円

　

事
務
所
を
一
部
移
動
し
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
支
所
の
一
部

を
貸
し
付
け
て
い
る
九
州
農
政
局
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
事
業
量
が
増
加
す

る
た
め
、
支
所
の
貸
し
付
け
面
積
を
拡
大

す
る
必
要
が
あ
り
、
支
所
内
の
部
署
の
一

部
を
移
動
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
九
州
農
政
局
の
事
業
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
佐
賀
平
野
の
ク
リ
ー
ク
法
面

崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
、
法
面
保
護
が
必

要
な
幹
線
水
路
の
一
部
を
国
営
事
業
（
神

埼
市
を
含
む
３
市
３
町
の
広
範
囲
を
対

象
）
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

市
役
所
の
課
を
新
設
し
ま
し
た

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　

市
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団

体
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

・
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有

し
、
代
表
者
及
び
主
た
る
構

成
員
が
市
民
で
あ
る
団
体

・
市
内
に
事
務
所
を
置
き
、
か

つ
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
・
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
主

た
る
目
的
と
し
な
い
団
体

・
定
款
、
規
約
又
は
会
則
を
有

し
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
団
体

○
補
助
対
象
活
動

① 

一
般
活
動

　

地
域
の
活
性
化
及
び
市
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
公
益
性
の
あ
る
活
動

② 

連
携
活
動

　

一
般
活
動
を
実
施
し
た
団
体

ま
た
は
複
数
の
団
体
や
地
域

が
連
携
、
も
し
く
は
歴
史
・

○
総
務
企
画
部

　
　

企
画
室
と
歴
史
文
化
推
進
室
を
新

設
し
ま
し
た
。
企
画
室
は
、
こ
れ
ま

で
市
長
公
室
企
画
係
で
進
め
て
き
た

新
市
ま
ち
づ
く
り
、
過
疎
対
策
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
な
ど
各
種
事

業
計
画
を
、
さ
ら
に
迅
速
か
つ
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
歴
史
文
化
推
進
室
は
、
こ

れ
ま
で
政
策
推
進
室
で
進
め
て
き
た

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
事
業
に
特
化

す
る
こ
と
で
、
神
埼
市
の
豊
か
な
歴

史
と
文
化
、
郷
土
愛
を
全
国
に
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

○
産
業
建
設
部

　
　

ダ
ム
対
策
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

ダ
ム
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
脊
振

支
所
が
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

庁
で
国
県
等
の
情
報
収
集
と
発
信
の

一
元
化
を
行
い
ま
す
。

○
脊
振
支
所

　
　

ダ
ム
対
策
課
分
室
を
置
き
、
本
庁

と
連
携
を
取
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
地

元
住
民
の
窓
口
と
し
て
要
望
や
意
見

の
集
約
、
説
明
を
行
い
ま
す
。

文
化
な
ど
の
資
産
を
活
用
し

て
地
域
間
交
流
等
を
図
る
活

動
【
例
】

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
も
の

・
地
元
産
品
を
活
用
し
、
地
元

産
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の

・
地
域
の
自
然
及
び
歴
史
環
境

を
活
用
し
た
も
の
な
ど

○
優
先
活
動
及
び
交
付
額

① 

優
先
順
位

・
連
携
活
動
お
よ
び
一
般
活
動

の
う
ち
、
補
助
金
の
交
付
回

数
が
３
回
以
下
の
活
動
を
優

先
（
優
先
活
動
）
し
ま
す
。

② 

交
付
額

・
優
先
活
動
は
、
補
助
対
象
経

費
の
２
／
３
以
内
と
し
、
20

万
円
を
限
度

・
優
先
活
動
以
外
は
、
補
助

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
と

し
、
10
万
円
を
限
度

○
応
募
締
切
日

　
　
　

４
月
30
日
（
木
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

申
請
書
類
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
４
月

１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
機
構
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

【４月１日付け組織改正】
部 課 業　務

総務
企画部

市長公室

秘書、区長会、地縁団体、広報広聴、
地区担当、自衛官募集、情報公開、
個人情報、相談、人権同和、男女共
同参画、統計、電算機管理、電子情
報管理

企画室
総合計画、国土利用計画、過疎計画、
定住促進、情報通信施策、地域審議
会、地域交通、市民協働、国際交流

政策
推進室

市長特命事項、行財政改革、行政評
価、ふるさと納税、各種政策推進

歴史文化
推進室

日本史を学ぶまちづくり、各種歴史文
化推進、（伊東玄朴顕彰会、勢福寺城
跡整備、デジタルミュージアムなど）

産業
建設部

ダム
対策課

城原川ダム対策
※本庁で国県等の情報を一元管理す
ることで、脊振支所の分室と連携を
取りながら迅速な情報収集と発信を
行います。

脊振
支所

ダム
対策課
分室

城原川ダム対策
※地元住民の窓口として、本庁と連
携を取りながら、要望や意見の集約
を行い、説明を行います。

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 10,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。司法書士　すえなが総合事務所

℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　
定
住
促
進
へ
の
各
種
制
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

定
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金

　

定
住
を
目
的
と
し
て
市
内
に
住
宅

を
取
得
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

次
の
①
か
ら
⑥
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方

①
定
住
を
目
的
と
し
て
市
内
に
住
宅

を
取
得
さ
れ
る
方

②
神
埼
市
に
10
年
以
上
住
ん
で
い
た

だ
け
る
方

③
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
住
宅

取
得
に
係
る
契
約
等
を
さ
れ
る
方

神
埼
市
空
き
家
改
修
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　

事
業
補
助
金

　

市
内
の
空
き
家
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
神
埼
市
空
き
家
・
空
き
地
情

報
登
録
制
度
（
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
制
度
）
を
活
用
し
て
、
空

き
家
を
購
入
ま
た
は
、
賃
貸
も
し

く
は
賃
借
し
た
方
が
行
う
空
き

家
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
お
よ
び
③
か

ら
⑦
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

方①
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

に
賃
貸
を
目
的
と
し
た
空
き
家

を
登
録
し
、
入
居
者
予
定
者
が

決
定
し
て
い
る
方

②
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

に
登
録
さ
れ
た
空
き
地
を
購
入

ま
た
は
賃
借
し
た
方

③
市
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
な
い
方

④
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑤
空
き
家
に
係
る
売
買
ま
た
は
賃

貸
借
が
３
親
等
内
の
親
族
で
な

い
方

神
埼
市
空
き
家
・
空
き
地

情
報
登
録
制
度

�

「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」

　

空
き
家
・
空
き
地
の
売
買
ま
た

は
賃
貸
を
希
望
す
る
方
か
ら
申
し

込
み
を
受
け
た
情
報
を
公
開
し
、

空
き
家
等
の
利
用
を
希
望
す
る
方

に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

◆
登
録
者
・
利
用
希
望

　

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
登
録
者
�
空
き
家
等
の
売
買
ま

た
は
賃
貸
を
希
望
す
る
方

○
利
用
希
望
者
�
空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
、
空

き
家
等
の
紹
介
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

◆
登
録
期
間　

２
年
間

※
２
年
経
過
後
、
再
度
の
登
録
は

可
能
で
す
。

◆
交
渉
・
契
約
等

　

登
録
者
と
利
用
希
望
者
と
の

交
渉
お
よ
び
売
買
、
賃
貸
借
等
の

契
約
に
つ
い
て
は
、
市
が
協
定
を

結
ん
で
い
る
仲
介
業
者
を
介
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑦
改
修
し
た
空
き
家
に
５
年
以
上
住

ん
で
い
た
だ
け
る
方

◆
補
助
金
の
額

①
空
き
家
の
改
修
�
経
費
の
１
／
２

（
限
度
額
50
万
円
）

②
空
き
家
を
利
用
す
る
た
め
の
不
要

物
の
撤
去
�
経
費
の
１
／
２
（
限

度
額
10
万
円
）

有
料
広
告

～
４
月
１
日
か
ら
実
施
～

④
市
税
等
を
滞
納
さ
れ
て
い
な

い
方

⑤
３
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の

住
宅
取
得
で
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
補
助
金
の
額

　

定
額
（
基
準
額
）
は
、
20
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
加
算
も

あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
市
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　

匿
名
の
方
か
ら
、
市
職
員
で
休

み
や
遅
刻
が
多
く
不
真
面
目
な
者

に
は
、厳
し
く
指
導
し
て
欲
し
い
と

い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
育
児
休
業

や
病
気
療
養
の
た
め
、
長
期
休
業

を
与
え
て
い
る
職
員
は
い
ま
す

が
、
無
断
欠
勤
や
、
与
え
ら
れ
た

休
暇
を
超
え
て
休
ん
だ
職
員
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
で
は
、
無
断
欠
勤
や
休
暇
が

続
く
職
員
が
い
た
場
合
は
、
事
情

を
聞
き
、
そ
の
都
度
指
導
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
態
度
が
改
善
さ
れ

な
い
職
員
は
、
条
例
や
規
則
に
基

づ
き
、厳
正
に
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
の
接
遇
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
、
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
強

化
月
間
を
設
け
る
な
ど
、常
に
公
務

員
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

行
動
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
職
員
へ
の
指
導
を
徹

底
し
、
市
民
の
立
場
で
考
え
、
行

動
す
る
職
員
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
指
摘
、

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
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障害者総合支援法の対象になる難病等が151疾病に拡大

◎問い合わせ　高齢障がい課　高齢障がい係　☎37-0111

　平成25年４月に施行された障害者総合支援法では、
障がい者の定義に新たに難病等を追加し、当面の措置
として130疾病を障害者総合支援法の対象とされてい
ましたが、平成27年１月１日から対象となる難病等が
151疾病に拡大されました。

　対象となる方は、障害者手帳の有無にかかわらず、
障がい福祉サービス、補装具・日常生活用具給付など
の必要と認められたサービスを利用することができま
す。

 平成 年１月からの障害者総合支援法の対象疾病一覧（ 疾病）【対象疾病】

「劇症肝炎」「重症急性膵炎」については平成27年１月以降は対象外ですが、すでに障がい福祉サービスの支給決定
を受けている方は引き続き利用可能です。詳細は、お問い合わせください。
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各課からのお知らせ

(一社）佐賀市観光協会

協会けんぽ加入者の皆様へ

お問合せ

健康保険料率が変わります。

【対象者】協会けんぽ佐賀支部に加入されている方。（水色の健康保険証をお持ちの方）

全国健康保険協会（協会けんぽ）佐賀支部　　ＴＥＬ ０９５２－２７－０６１２

●健康保険料率　現行１０．１６％　→　新料率１０．２１％
●介護保険料率　現行１．７２％　→　新料率１．５８％
　（４０歳～６４歳の方は健康保険料率に介護保険料率が加わります。）
●変更後の料率の適用　平成２７年４月分（５月納付分）から
　（任意継続被保険者の方は、平成２７年５月分（５月納付分）から）

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　
浄
化
槽
設
置
で

快
適
な
暮
ら
し
と
美
し
い
水
環
境
を

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

　

神
埼
市
で
は
、
市
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
、
浄
化
槽
（
高
度
処
理

型
）
を
設
置
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
対
象
区
域
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
の
対
象

区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

・
脊
振
町
全
域

・
千
代
田
町
全
域

・
神
埼
町
内
の
下
水
道
（
農
業
集

落
排
水
事
業
を
含
む
）
の
計
画

区
域
を
除
く
区
域

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
受
付
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
下
水
道
課
お
よ
び
各
支
所
窓

口
に
設
置
し
て
い
る
申
請
書
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽

の
場
合
、
設
置
ま
で
に
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
新
築
、
増
築
等
の
際
は
、
工
事

着
工
３
ヶ
月
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
料
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
設
置
後
は
、
毎
月
使
用
料

を
頂
き
、市
が
維
持
管
理
を
し
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ

　

対
象
区
域
で
既
に
個
人
で
合
併
処

理
浄
化
槽
（
た
だ
し
50
人
槽
以
下
の

も
の
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

浄
化
槽
本
体
を
市
に
寄
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
的
に
保
守
点
検
さ

れ
、
正
常
な
機
能
を
維
持
し
て
い
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

※
寄
付
さ
れ
た
後
は
、
毎
月
使
用
料

を
頂
き
、
市
が
維
持
管
理
を
し
ま

す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
て
快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
雑
排
水
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
で
、

美
し
い
豊
か
な
自
然
や
水
環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
下
水
道
等
使
用
人
員
に
つ
い
て

の
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄

化
槽
な
ど
市
営
の
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
こ
の
春
、

大
学
進
学
、
長
期
入
院
や
施
設
入

所
さ
れ
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

下
水
道
等
使
用
料
は
、
世
帯
割

と
世
帯
員
割
（
人
数
）
で
算
定
し

て
お
り
、
住
民
票
の
人
数
と
実
際

の
人
数
が
違
う
場
合
、
申
請
に
よ

り
世
帯
員
割
を
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
総
合
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。（
申
請
の
際
、
ア
パ
ー

ト
契
約
書
、
施
設
利
用
料
領
収
書

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

浄
化
槽
設
置
申
し
込
み
随
時
受
付
中

【市が負担する経費】

【使用者が負担する経費】

①浄化槽本体に設置す
る工事

②本体設置に係る設計
費

③維持管理費（保守点
検・汲取清掃・法定
検査などに要する費
用など）

①トイレの水洗化に係る経費および家屋の増改築工事費
②トイレ・台所・風呂場などから流入桝までの配管工事費
③電気・水道工事費
④市標準工事以外の特殊工事費（５m以上の放流配管、車

両乗入れ用強化蓋、ポンプ、樹木などの撤去等）
⑤使用者の原因による破損などの補修に必要な経費
⑥浄化槽設置工事に係る一部費用（分担金）
⑦浄化槽使用料

分担金
人槽 分担金額
5人槽 130,000円

6 ～ 7人槽 160,000円
8 ～ 10人槽 190,000円

使用料
人槽 世帯割（月額） 一人あたり
5人槽 1,620円

540円6 ～ 7人槽 2,160円
8 ～ 10人槽 2,700円

浄化槽設置工事費負担区分図

個人負担個人負担 市負担
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65
歳
以
上
の
方
へ

　

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　
　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　
　
　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
４
月
１

日
現
在
の
世
帯
に
お
け
る
住
民
税
の
課
税
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
７
月
に
確
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
が
確
定
す
る
ま
で
の

納
付
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

４
・
６
・
８
月
の
納
付
額
は
、
平
成
27
年

度
の
住
民
税
の
課
税
状
況
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
平
成
27
年
２
月
と
同
額
を
天
引
き

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
８
月
か
ら
保
険
料

が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平
成
27
年
４
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
現
在
の
世
帯
の
状
況
と
、

平
成
26
年
度
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

り
算
定
し
た
保
険
料
を
暫
定
的
に
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
る
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
27
年
度
の

納
入
通
知
書
は
、

４
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。　

■
４
月
２
日
以
降
に
65
歳
に
な
る
方

　

介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
65
歳
に
な

る
月
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。
徴
収
方

法
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
、

送
付
さ
れ
る
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
り
毎
月
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る

の
は
、
65
歳
到
達
か
ら
お
お
む
ね
６
ヶ

月
後
か
ら
と
な
り
ま
す
。

【
口
座
振
替
が
便
利
で
す
】

　

手
続
き
は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
さ

れ
て
い
る
申
込
書
に
記
入
し
て
ポ
ス
ト

に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

【
介
護
保
険
料
の
減
免
】

　

火
災
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
徴
収
の
猶
予
や
減
免
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
段
階
が
第
２
段
階
お

よ
び
第
３
段
階
の
方
を
対
象
と
し
た
減

免
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
申
請

は
、
７
月
下
旬
か
ら
受
付
け
ま
す
。
高

齢
障
が
い
課
ま
た
は
佐
賀
中
部
広
域
連

合
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■平成27年度　65歳以上の方の段階別介護保険料額 （平成27年度から保険料が変更になります）

保険料段階 対　象　者 算　式 保険料

第１段階

生活保護を受給している方。
世帯全員の住民税が非課税で、①または②に該当される方
　①老齢福祉年金を受給している方
　②前年の合計所得金額＋前年の課税年金収入額が80万
　　円以下の方

基準額
×0.45

（軽減後）

月額 2,372円
（年額28,464円）

第２段階 世帯全員の住民税が非課税で、前年の合計所得金額＋前年
の課税年金収入額が120万円以下の方

基準額
×0.75

月額 3,953円
（年額47,436円）

第３段階 世帯全員の住民税が非課税で上記以外の方 基準額
×0.75

月額 3,953円
（年額47,436円）

第４段階
本人の住民税が非課税で、前年の合計所得金額＋前年の課
税年金収入額が80万円以下の方

（世帯に住民税の課税者がいる場合）

基準額
×0.9

月額 4,743円
（年額56,916円）

第５段階 本人の住民税が非課税で、上記以外の方
（世帯に住民税の課税者がいる場合） 基準額 月額5,270円

（年額63,240円）

第６段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が１
20万円未満の方

基準額
×1.2

月額 6,324円
（年額75,888円）

第７段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が１
20万円以上190万円未満の方

基準額
×1.3

月額 6,851円
（年額82,212円）

第８段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が１
90万円以上290万円未満の方

基準額
×1.5

月額 7,905円
（年額94,860円）

第９段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が２
90万円以上400万円未満の方

基準額
×1.7

月額 8,959円
（年額107,508円)

第10段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が
400万円以上600万円未満の方

基準額
×1.9

月額 10,013円
（年額120,156円)

第11段階 本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が
600万円以上の方

基準額
×2.1

月額 11,067円
（年額132,804円)
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４
月
か
ら
各
種
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

納
め
て
安
心
！
国
民
年
金

～
国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法
～

◎
問
い
合
わ
せ　
【
児
童
扶
養
手
当
】
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
【
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
】　

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
な

ど
の
手
当
額
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
に

合
わ
せ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
30
日
付
け
で
、
平
成
26
年

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
（
対
前
年

比
２
・
７
％
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
例
水
準
の
段
階
的
な
解

消
（
平
成
27
年
４
月
以
降
は
▲
０
・
３
％
）

と
あ
わ
せ
て
２
・
４
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、

支
給
額
は
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

◆
特
例
水
準
の
段
階
的
な
解
消
と
は
・
・
・

　

平
成
12
年
度
か
ら
平
成
14
年
度
ま
で
の
間

物
価
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
に
合

わ
せ
て
各
種
手
当
額
は
高
い
ま
ま
と
さ
れ
、

本
来
の
物
価
水
準
よ
り
も
１
・
７
％
高
い
額

（
特
例
水
準
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
国
民
年
金
の
特
例
水
準
を
解

消
す
る
法
律
が
成
立
し
た
た
め
、
各
種
手
当

額
も
平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
４
月
に

か
け
て
段
階
的
に
解
消
措
置
が
取
ら
れ
ま

す
。

平成26年度（月額） 　平成27年度（月額）

児童扶養手当 41,020円～ 9,680円 42,000円～ 9,910円
（＋980円～＋230円）

特別児童扶養手当 （１級）　49,900円
（２級）　33,230円

（１級）　51,100円（＋1,200円）
（２級）　34,030円     （＋800円）

特別障害者手当 26,000円 26,620円（＋620円）

障害児福祉手当 14,140円 14,480円（＋340円）

経過的福祉手当 14,140円 14,480円（＋340円）

　
　福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
り
・
灸
等
施
術
券

４
月
１
日
か
ら
交
付

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
障
が
い
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

○
対
象
者
�
次
の
手
帳
を
お
持
ち

で
自
宅
に
お
住
ま
い
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療

育
手
帳
Ｂ

※
対
象
と
な
っ
て
も
交
付
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合

・
所
得
制
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

障
害
者
手
帳
、
印
鑑

◆
は
り
・
灸
等
施
術
券

○
対
象
者
�
神
埼
市
内
に
お
住
ま

い
の
70
歳
以
上
の
方

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
本
人
と
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
交
付
場
所

　

高
齢
障
が
い
課

　

各
支
所　

総
合
窓
口
課

◆
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

【
保
険
料
】
平
成
27
年
度
�
月
額
１
５
，５
９
０
円

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送

ら
れ
て
く
る
納
付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
っ
て
、
毎
月
の
保
険

料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

ま
た
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す

　

口
座
振
替
で
納
め
る
と
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
佐
賀
年
金
事

務
所
、
市
役
所
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
た
場
合
、月
々
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す（
早
割
制
度
）。ま
た
、

６
ヶ
月
前
納
等
を
希
望
さ
れ
た
場
合
に
も
、
現
金
払
い
で
納
付

さ
れ
る
よ
り
割
引
額
が
お
得
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

◆
大
変
お
得
な
前
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
年
３
月
分
ま
で
の
期
間
ま
た
は
定

め
ら
れ
た
月
数
に
つ
い
て
前
納
す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
が
あ

り
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
保
険
料
１
年
分
を
現
金
払
い
で
前
納
し
た
場
合
】

（
毎
月
払
い
）  

１
５
，５
９
０
円
×
12
ヶ
月
＝
１
８
７
，０
８
０
円 

（
前
納
納
付
書
で
１
年
分
を
納
付
）�

１
８
３
，７
６
０
円

※
そ
の
他
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
，３
２
０
円
の
お
得
で
す
!!
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日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

４月５日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

４月12日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

４月19日

（日）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－1
☎52－8841（眼）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

４月26日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1
☎55－7001（耳・アレ）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

４月29日

（水・祝）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1
☎53－8820（耳・アレ）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

５月３日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3
☎51－1655（皮・アレ）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

５月４日

（月・祝）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

５月５日

（火・祝）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

５月６日

（水・祝）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

５月10日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

　公務員等（郵政公社や独立行政法人等勤務の方を

除く）で退職や異動され勤務先から児童手当を支給

されなくなった方は、退職や異動の翌日から15日以

内に市へ児童手当を申請する必要があります。

　15日以内に申請手続を行った場合、その翌月分か

らの支給となります。手続きが遅れた場合は遡って

支給することはできませんので、ご注意ください。

○申請窓口

・本庁福祉課

・各支所総合窓口課

※詳しくはお問い合わせください。

◎問い合わせ　福祉課　社会福祉係

　　　　　　　☎37-0110

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

公務員で退職・異動される方へ

児童手当の手続きを！

認知症サポーターになってみませんか？
～サポーター養成を行っています～

　認知症とは誰にでも起こりうる病気の一つです。認
知症のある高齢者やその家族が地域の中で安心して暮
らしていくためには、地域で見守り支えていく体制が
必要です。そのため市では認知症サポーター養成講座
を開催しています。認知症サポーターとは、認知症に
ついて正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守
り、支援する応援者のことをいいます。
　講座で得た知識を伝えること、認知症の人やその家
族の気持ちを理解しようと努めることもサポーターに
できる支援の一つです。

　神埼市では認知症サポーター養成推進のため、企業、
各種団体や地域団体からの依頼を受けて、講師となる
キャラバン・メイトを派遣し、指定の場所で出前講座
を行っています。
　ぜひ、認知症サポーターになってみませんか？

◎申込・問い合わせ
　高齢障がい課　地域支援係（おたっしゃ本舗神埼）
　☎37-0111

★出前講座
○時間　　60分～ 90分
○申込人数　　５人程度から

○持参いただくもの

・印鑑

・申請者の保険証

・申請者名義の通帳

▲佐賀銀行神埼支店
　での養成講座

▲受講した方には
　「オレンジリング」
　をお渡しします。
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健 康

健康づくりへの第一歩！

毎日健診が始まります!!
　「毎日健診」とは、佐賀県医師会成人病予防センターで実施される健診です。
　「集団健診やレディース検診の日程では、都合がつかない」「希望する日に健診を受け
たい」という方におすすめです。佐賀県成人病予防センターへの予約が必要です！
　年度末は大変混みあいますので、早めの
受診がおすすめです。
　大腸がん検診だけをご希望の方は、
直接神埼町保健センターへお越しください。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

【実施期間】　
平成27年４月１日（水）　　　
～平成28年３月31日（木）
　（土・日・祝日・年末年始を除く）
※ただし、後期高齢者健診は、
　平成28年２月29日（月）まで

【健診会場】　　
佐賀県医師会成人病予防センター
佐賀市新中町２番15号　☎31-8835

健診受付時間／８：00 ～８：30

毎日健診申し込みから受診・結果報告までの流れ

①電話予約をする
　　成人病予防センターに電話予約を行い、受診

日を決定します。

　予約電話番号／☎31-8835　
　電話受付時間／８：30 ～ 17：30
　（土・日・祝日・年末年始を除く）

②受診票が自宅に届く
　　成人病予防センターから受診票や検査容器が

送付されます。
　　同封されている説明書をよく読んでいただき、

受診票の記入や検体の採取を行います。

③受診する・負担金を支払う
　　予約日に、受診票と検体を持って受診します。
　　会場で負担金（表１参照）を支払います。（※１）
　■持参品：各種受診票、保険証、後期高齢者健
　　　　　　診受診券（該当者のみ）、負担金など

④結果通知（約１ヶ月後）
　　成人病予防センターから神埼町保健センター

へ結果が届けられます。準備ができましたら、
直接ご本人へ連絡します。

定期的な健診は、
健康管理のために
も大切です!!
生活習慣を見直す
良い機会ですので
皆さん健診を受診
しましょう。

（※１）負担金の免除申請について
　　　 申請窓口：神埼町保健センター
　　生活保護世帯に属する方と市民税非課税世帯

に属する方は、負担金が免除されます。
　　受診される前に、神埼町保健センターに申請

してください。
　　①生活保護世帯に属する方
　　　特定健診及び各種がん検診の負担金が免除

されます。「生活保護証明」を提示してくだ
さい。

　　②市民税非課税世帯に属する方
　　　各種がん検診の負担金が免除されます。印

鑑をお持ちください。
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●健診が受けられる方
　健診当日に神埼市に住民票がある方のうち、下の（表１）の対象者に該当される方
●受けられる健診の回数
　平成27年４月～平成28年３月までの間に各種健診ごとに１回受診できます。
●受けられる健診の種類（表１）

項　目 対象者 内　容 負担金
特定健診

（受診券有効期間：
28年3月31日）

受診当日40歳～ 74歳の方
（神埼市国民健康保険加入の方）

（生活保護世帯に属する方） 血液検査・尿検査
診察・血圧測定

身体計測
（身長･体重･腹囲）

1,000円

後期高齢者健診
（受診券有効期間：

28年2月29日）

受診当日75歳以上の方
65 ～ 74歳で後期高齢者医療保険加入の方 無料

若年健診 20 ～ 39歳 400円

肺がん
結核検診

40歳以上
※65歳以上の方には結核検診を追加

胸部レントゲン
検査 500円

喀痰検査
※50歳以上で問診等に

より必要な方
500円

胃がん検診 40歳以上
※75歳以上の方は医療機関での受診をお勧めしています。  

胃透視
（バリウム検査） 500円

大腸がん検診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法） 500円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査
（PSA検査） 500円

肝炎ウイルス検査 20歳以上
過去検査歴がない方

血液検査
（HCV抗体・HBｓ抗原） 無料

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 視診・細胞診 500円

乳がん検診 40歳以上の女性 視触診
マンモグラフィ検査

40歳代1,500円
50歳以上1,000円

こども健康カレンダー（４月１日～５月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

4月

6日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター １歳未満の乳児
10日（金） すこやか子育て相談室(要予約) 13：30～16：30

千代田町保健センター ０歳～就学前までの乳幼児13日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00
14日（火） ことばの相談(要予約)  13：30～16：30 神埼町保健センター ０歳～就学前までの乳幼児

17日（金） 1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 千代田町保健センター 平成 25年８月～９月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

20日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00

神埼町保健センター

０歳～就学前までの乳幼児
22日（水） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成23年7月～ 8月生
24日（金） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年12月～平成27年１月生

5月 11日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 １歳未満の乳児
☆フッ化物塗布のご予約は、保健センターまでお願いします。
◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係　（神埼町保健センター）☎51-1234　（千代田町保健センター）☎44-2021

－ 受けられる健診を確認しましょう －
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ＊４月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

４月

9日（木） 全年齢児 みんなで遊ぼう

千代田町保健センター16日（木） 全年齢児 おおきくなったかな

23日（木） 0，1歳児 よちよちチャレンジ

30日（木） 全年齢児 お散歩 仁比山公園

５月
7日（木） 全年齢児 こいのぼり作り 千代田町保健センター

14日（木） 全年齢児 お砂場で遊ぼう 脊振2000年館

と　き ところ
7日（火）

千代田町保健センター
14日（火）

21日（火）

28日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。
○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター　☎44-4908

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

９日（木）…初めての人も
　　　　　そうじゃない人
　　　　　もみんなで楽し
　　　　　く遊びましょう。

16日（木）…身長体重の測定を
　　　　　しませんか？
　　　　　身長体重を記入するカー
　　　　　ドも作りましょう。

23日（木）…０，１歳児さん対象
　　　　　です。ママと一緒に身体
　　　　　をたくさん動かして遊び
　　　　　ます。動きやすい服装で
　　　　　来てください。

30日（木）…仁比山公園をお散歩しま
しょう。途中で休憩を取りながら春の
季節を楽しみましょう。ベビーカー、
帽子、着替え、タオル、お茶などを持っ
て来て下さい。現地集合、解散です。
集合は、仁比山公園の駐車場です。雨
天時は千代田町保健センターでお遊び
会をします。
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神埼市防衛協会 理事

江島　正幸さん

▲健軍駐屯地（熊本県）を訪問した際の記念写真
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～４月の「野菜の日」～
◆９日（木）9：00 ～
　「桜漬け」をおふるまい
　（先着30人）
◆18日（土）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

採れたて野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

４月８日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日

　公園も春を迎えサクラ、シャクナゲ

が咲き始めます。また、４月中旬頃よ

り店頭に山菜が並びます。

　みなさんのお越しをお待ちしていま

す。

※新規会員（出店者）を募集しています。

　〇年会費　2,000円

　詳しくはお問い合わせください。

◎申込・問い合わせ

　高取山公園　☎51-9020

　神埼産和菱を贅沢に使った熟成焼酎「神
埼菱焼酎」の数量限定販売や試飲、さらに
菱の皮を練り込んで丹念に作られた「ひし
ぼうろ」の実演販売も開催されます。
◎問い合わせ　　大和酒造㈱　☎62-3535

第１回ギャラリーオープン記念　春の蔵開き（ぎゃらりー大和）

【日　時】４月12日（日）午前10時～午後３時

【場　所】大和酒造㈱

　　　　　佐賀市大和町大字尼寺２６２０

▲ひしぼうろ
　第26回全国菓子大博
　覧会金賞受賞

◀神埼菱焼酎
原酒43度　370ml



24市報かんざき 2015. ４月号

　●受付9：30 ～　　●講義10：00 ～ 11：30　　（年間教材費　1,000円）　主催：神埼市教育委員会

開   校   日 テ      ー      マ 講    　　師 会　　　　場

1 ５月７日（木）開校式
高齢者が元気なまちづくり

神埼市長

松本 茂幸 神埼市中央公民館

2 ６月４日（木）くらしの中の迷信
元佐賀新聞社編集局次長

川浪　廣満 はんぎーホール

3 ６月25日（木）認知症を遠ざける生活習慣と
脳の鍛え方

西九州大学講師 作業療法士

小松 洋平 神埼市中央公民館

4 7月16日（木）イキイキ演芸教室
～曲芸や大道芸を交えた講演～

曲芸パフォーマー
ラジオパーソナリティー

いけうち　しん
はんぎーホール

5 ８月６日（木）時事問題　世界の中の日本
～報道の現場から～

共同通信社佐賀支局長

竹中 孝次 神埼市中央公民館

6 ８月27日（木）『飛べ！赤い翼』　
～ジャピーさんを救った人々～

日本児童文学協会会員
権藤　千秋 はんぎーホール

7 ９月17日（木）腸をあたためる
～人間の根っこは腸である～

西諫早病院東洋医学研究センター長

田中　保郎 神埼市中央公民館

8 10月８日（木）日帰りバス研修（日田方面）
実費負担　参加者募集は８月

9 10月29日（木）留学生から見た日本
～外国のくらし、人々～

（公財）佐賀県国際交流協会

留学生の皆さん 神埼市中央公民館

10 11月19日（木）豊かに生きる
天建寺住職

納富　弘明 はんぎーホール

11 12月10日（木）
笑顔でチャレンジ

「健康づくりとロコモ予防」
～ミランバ体操ロコトレバージョン～

佐賀大学文化教育学部
准教授

堤　公一
神埼市中央公民館

12  1月14日（木）「任運騰々」　下村湖人
下村湖人生家保存会

島　英彰 はんぎーホール

13  ２月４日（木）春から始める家庭菜園
百田種苗農材（株）
シードアドバイザー

八谷 奈緒美
神埼市中央公民館

14  ２月25日（木）わらべ歌は心のふるさと
閉校式

九州龍谷短期大学教授

水頭 順子 はんぎーホール

　開校日はマイクロバスを運行し、送迎します。（無料、予約不要） 
◆神埼開校日 ①便９：00脊振支所→仁比山神社下→小渕高速道路下→飯町バス停北→石井ヶ里ポスト→中
　央公民館　②便９：30千代田支所→本堀ＪＡスタンド南→中央公民館
◆千代田開校日 ①便９：00脊振支所→（同じルート）→中央公民館→本堀ＪＡスタンド南→はんぎーホール 
　②便９：30中央公民館→本堀ＪＡスタンド南→はんぎーホール
　お申し込みは、教材費1,000円を添えて脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課窓口へ。開
校日の会場受付でも手続きできます。
◎問い合わせ　神埼市中央公民館　　☎53-2325

いきいき大学
60歳からの学びの舎　受講生募集中!!

平成27年度

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平成27年度　いきいき大学入学申込書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 氏   名  電話

 神埼市　　　　　　町　　　　　　　　　  　　  番地　　　　　　地区名（　　　　　　　　　　）

☆初めて入学（はい・いいえ）☆マイクロバスを利用する（はい・いいえ）☆受付の手伝いができる（はい・いいえ）
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平成27年度　いきいき大学入学申込書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
いろは座 in 歌謡ステージいろは座 in 歌謡ステージ

☆と　き：平成27年５月２日（土）
　開場９時30分　開演10時
☆と　き：平成27年５月２日（土）
　開場９時30分　開演10時
☆ところ：はんぎーホール
　神埼市千代田町 0952-44-2051
☆ところ：はんぎーホール
　神埼市千代田町 0952-44-2051
☆連絡先：イベントハウス 090-2710-4516☆連絡先：イベントハウス 090-2710-4516
☆チケットは、はんぎーホールで販売中☆チケットは、はんぎーホールで販売中

有
料
広
告

有
料
広
告

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

4月11日 土 平成27年度東部地区保育協議会　総会 13：30 無料 東部地区　保育協議会
☎52-3632

4月12日 日 中央楽器スプリングコンサート2015
１部 10：00
２部 14：00 
３部 18：00

無料 中央楽器　☎29-1678

4月19日 日 サイドB第18回チャリティーカラオケ
発表会 9：30 無料 サイドBカラオケ　片江勢起子

☎44-4950

4月26日 日 千種会第32回筝曲研究発表会 12：00 無料 千種会　山口典江
☎53-3379

4月29日 水 ROCK　STEADY　ＶＯＩ．5．0 1部 11：30 
2部 15：30

前売券　2,000円 
当日券　2,500円 ＦＵＮＱ　株式会社　☎29-8379

5月2日 土 いろは座in歌謡ステージ 10：00 2,000円 イベントハウス千代田
☎090-2710-4516

※問い合わせは、主催者へお願いします。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

60歳になったら『いきいき大学』に入ろう！

神埼市いきいき大学27年度生　募集開始!!
♪60歳になったら　60歳になったら　友だち100人できるかな？
100人で食べたいな　脊振山の上でおにぎりを　ぱっくんぱっくんぱっくんと…
100歳になったら　100歳になったら　友だち1,000人できるかな？
1,000人でハイタッチ　右手左手上にあげ　パッチンパッチンパッチンと…♪

　３月の閉校式にはみんなで作った替え歌を水頭先生と一緒に
大合唱しました。これは夢のような数字ではありません。26年
度は受講生が400人でしたから、今年度はさらに新入生を迎え
て５月７日の開校式を迎えることでしょう。
　年間14回の講座では、様々な分野の講師を県内外からお呼び
しています。いきいき大学は60歳以上の方の出会い・ふれあい・
学びの場です。都合の良い時、聞きたい講座だけの受講でもか
まいません。
　27年度は４月１日から受付開始です。講座日の受付は大変混
雑しますので、早めの手続きをお願いします。

　いきいき大学はいつでも入学できます。
　脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田
支所社会教育課で、教材費を添えてお申込
みください。

【教材費】年間1,000円
【受付】平日８：30 ～ 17：15
◎問い合わせ　
　神埼市中央公民館（いきいき大学事務局）
　☎53-2325

◀
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
受
賞
者

　

の
皆
さ
ん

　

晴
れ
や
か
に
�
48
人
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募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場

自衛官候補生 18歳以上27歳未満
（学歴不問） 男 随時受付中 決定後お知らせします 決定後お知らせします

幹部候補生
（一般・飛行）

大卒（見込み）
（詳しくはお問い合わせください）

男
女

５月１日（金）まで
５月16日（土）、17日（日）決定後お知らせします

幹部候補生
（歯科・薬剤科）

専門の大卒（見込み）
（詳しくはお問い合わせください）

男
女 ５月16日（土） 決定後お知らせします

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

第３回自治公民館実績発表会
　２月15日、はんぎーホールで神埼市自治公民館連絡協議会による公
民館実績発表会を開催しました。今年度は、「鶴田」「﨑村」「広滝西」
の３地区による発表がありました。
　豆田区長（鶴田）は、地区の主要行事やふれあい夏祭りを中心に、
地区の交流会の様子など、古川公民館長（﨑村）は、下村湖人生家の
紹介や夏祭り、５年に一度開催される﨑村獅子舞のことなど報告をさ
れました。また、夏秋公民館長（広滝西）は、過疎の問題を取り入れ
ながら、脊振まるごと運動会や清掃活動の様子などを報告されました。
　今年もパワーポイントを使っての説明で、わかりやすかったと参加者からの声が聞かれました。発表していた
だいた皆さん、ありがとうございました。

はんぎーホール　ホワイエ

◎問い合わせ
　中央公民館係　☎53－2325

♪次回は、５月に中央公民館で開催する予定
です。親子で、家族で、また、お友達とお誘い
あわせのうえ、ぜひご参加ください！
　出演者も募集しています！（自薦他薦問い
ません）♪

　２月 14 日、はんぎーホールで「土曜の夜のミュージッ
クタイム」を開催し、「Ｌｉｂｅｒｔｅ（リベルテ）」さん
に出演していただきました。
　透き通るような歌声・優しいピアノ・力強いサックス。
素敵な演奏と歌声に子どもから大人まで来場された皆さん
がうっとり聴き入っていました。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

●臨時休館のお知らせ●
　神埼市立図書館は次のとおり臨時休館いたします。

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日
臨時休館：12日（日）

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課　社会教育係

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「まいにちの中高生の
 お弁当　250」
 食のスタジオ/著　学研

「新聞は、あなたと世界を
 つなぐ窓」
 木村　葉子/著　汐文社

　４月からお弁当づくりが始まる
方にお勧めします。

　社会とのつながりをおしえて
くれるのが新聞です。教育に新
聞を取り入れる活動を『NIE』
といいます。

４月のおすすめの本 

 子育て中、孫育て中、読み語りに興味ある方など、どなたで
もご参加ください。男性の参加も大歓迎です。
　湖人生家館長として、「次郎物語」のとっておきのお話しも
あります。

○と　き　４月26日（日）10：00 ～
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　１階　第１研修室
○講　師　島　英彰　氏
　　　　　（下村湖人生家　館長）
○演　題　読み語りから読書へ
※託児室あり（要予約）

　家読姉地区へ伊藤忠記念財団から子どもの本100冊が

贈呈されました。

　姉地区は家読を通して、地域ぐるみで読書啓発を行い、

青少年健全育成のために貢献されています。

2015年・第57回
こどもの読書週間　標語講演会のお知らせ　

～読み語りから読書へ～ 「本はキラキラ万華鏡」

おめでとうございます
家読姉地区の活動に助成

▲

姉
地
区

みなさんからの
「おすすめの本」
今年も募集します
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● 

募　

集 

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
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ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

有
料
広
告

有
料
広
告

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座　

（
養
成
講
座
第
１
課
程
）
受
講
生

佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
参
加
者

神
埼
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
委
員

「
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
登
録
会
員

○
と
き　

５
月
24
日
（
日
）

※
交
流
大
会
の
う
ち
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
は
５
月

17
日
（
日
）、
壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ

は
５
月
31
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
市
・
小
城
市
・
多
久
市
お
よ

び
武
雄
市
の
各
体
育
施
設

○
内
容

・
交
流
大
会
18
種
目

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、壮
年
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
、
武
術
太
極
拳
、
年

齢
別
テ
ニ
ス
、
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
壮
年

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、ハ
イ
キ
ン
グ
、

ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ア

キ
ュ
ラ
シ
ー
及
び
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

○
応
募
期
限　

４
月
10
日
（
金
）

○
参
加
料

・
交
流
大
会
…
選
手
・
監
督
一
人
に

つ
き
大
人
８
０
０
円
・
子
ど
も（
小

学
生
以
下
）
４
０
０
円
と
し
、
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
減
額
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
半
額
と
な
り

ま
す
。

※
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
に
つ
い
て

は
、
無
料
で
す
。

○
申
込
方
法

・
交
流
大
会
…
専
用
の
申
込
用
紙
に

記
入
後
、
参
加
料
を
添
え
て
社
会

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
…
当
日
、

現
地
で
受
け
付
け
ま
す
。

申

・
問

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

県
で
は
、
結
婚
し
た
い
人
や
子
ど

も
が
ほ
し
い
人
を
応
援
す
る
『
４
１

８（
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
出
会
い
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

○
佐
賀
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続
き
、
唐

津
市
内
お
よ
び
鳥
栖
市
内
に
も
セ

ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

出
会
い
を
お
探
し
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
い
た

だ
く
に
は
、会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

○
登
録
会
員
募
集
中
（
予
約
制
）

・
対
象　

20
歳
以
上
の
独
身
の
方

・
会
費　

６
，
０
０
０
円
／
年

※
た
だ
し
、
加
入
月
か
ら
加
入
月
の

年
度
末
ま
で
、
月
割
で
一
括
し
て

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
入
会
に
必
要
な
も
の

　

入
会
申
込
書
、
本
人
・
住
所
を
確

認
で
き
る
書
類
、
独
身
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
、
写
真

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

佐
賀
セ
ン
タ
ー
☎
２
０
‐
０
１
５
１

　

唐
津
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
５
５
‐
５
８
‐
８
７
０
０

　

鳥
栖
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
５
‐
５
０
‐
９
５
１
７

○
受
講
資
格　

22
歳
以
上

○
募
集
定
員　

　

水
曜
班
・
土
曜
班　

各
40
人

○
講
座
期
間　

５
月
～
８
月

　
　
　
　
　
（
毎
週
１
回
で
13
回
）

　

神
埼
市
は
、
平
成
28
年
３
月
20
日

に
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
合
併

10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
や
記
念
事

業
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
実
行
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

○
実
行
委
員
会
の
役
割

　
　

記
念
式
典
や
記
念
事
業
に
係
る

意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
事
業
内

容
を
決
定
す
る
な
ど
記
念
事
業
を

推
進
す
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
。

○
募
集
人
数　

２
人

○
委
員
の
任
期

　

委
嘱
の
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

○
報
酬

　

実
行
委
員
会
へ
の
出
席
１
日
に
つ

き
５
，０
０
０
円
（
半
日
の
場
合

は
半
額
）

○
募
集
期
間
　

　

４
月
30
日
（
木
）
ま
で

○
応
募
方
法

　

応
募
書
類
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

・
市
の
審
議
会
等
の
委
員
に
選
任
さ

れ
て
い
な
い
方
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申

・
問

企
画
室　

企
画
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
２
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で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

４
月
20
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

第
38
回
佐
賀
県
消
防
職
員　
　
　

　
　
　
　
　

意

見

発

表

会

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
」

　
　
　

停
車
時
間
の
変
更

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

４
月
27
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

○
会
場　

ア
バ
ン
セ
ま
た
は

　
　
　
　

メ
イ
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

○
受
講
料　

２
万
円

○
応
募
締
切　

５
月
７
日
（
木
）

申
・
問

佐
賀
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
３
４
‐
４
１
８
６

　

歩
こ
う
会
で
は
毎
月
１
回
市
内
外

を
８
～
10
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め

に
、
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。
新
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
年
会
費　

１
，５
０
０
円

　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
な
ど
）

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
時
に
受
付

○
と
き　

４
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

日
の
隈
公
園

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

　

市
で
は
、
市
内
在
住
で
小
中
学
校

に
通
う
お
子
さ
ん
の
学
用
品
費
や
給

食
費
の
支
払
い
に
経
済
的
な
理
由
で

お
困
り
の
ご
家
庭
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

〇
対
象
…
市
内
在
住
で
子
ど
も
が
小

中
学
校
に
在
籍
す
る
保
護
者
で
、

次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
市
の
認
定
基
準
を
満
た
し
、

教
育
委
員
会
で
認
め
ら
れ
た
者

①
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
、
停
止

に
な
り
、
な
お
生
活
が
苦
し
く
諸

学
費
に
困
っ
て
い
る

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る

④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る

貸
付
け
を
受
け
て
い
る

⑤
①
～
④
以
外
で
病
気
や
災
害
な
ど

の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
収
入
が

著
し
く
減
少
し
て
い
る

〇
申
込
方
法
…
教
育
委
員
会
ま
た

は
市
内
小
中
学
校
に
備
え
付
け
の

「
就
学
援
助
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
新
規
で
申
請
さ
れ

る
場
合
は
学
校
教
育
総
務
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
受
給
さ

れ
て
い
た
場
合
は
、
市
内
小
中
学

校
へ
の
提
出
も
可
能
で
す
。

〇
申
請
期
間
…
申
請
は
随
時
受
付
け

ま
す
が
、
４
月
分
か
ら
の
援
助
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
１
日

～
30
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
さ
れ

た
方
す
べ
て
が
対
象
と
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申

・
問

学
校
教
育
総
務
課

　

☎
４
４
‐
２
２
９
６

○
日
時　

４
月
14
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分

○
場
所　

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ

　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

○
発
表
者　

消
防
職
員
14
人

○
入
場
料　

無
料

問

佐
賀
県
消
防
長
会
事
務
局

　
（
佐
賀
広
域
消
防
局
総
務
課
内
）

　

☎
３
３
‐
６
７
６
３

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電

線
付
近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り

糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
自
分

で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州

電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問

九
州
電
力
㈱

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
３
０
３

　

毎
週
土
曜
日
、Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
に「
な

な
つ
星
」
が
停
車
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
夜
間
に
停
車
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、
停
車
時
間
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

○
神
埼
駅
停
車
時
間

　
（
改
正
後
）

　

午
前
10
時
59
分

　
　
　
　
　

～
午
前
11
時
18
分

問

商
工
観
光
課
☎
３
７
‐
０
１
０
７
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

４月
3日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－２会議室
10日（金） 千代田支所 ２－３会議室

５月
1日（金） 神埼市役所 １－１会議室
8日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

４月
10日（金） 9：00～12：00 脊振公民館 小会議室
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

５月
8日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
18日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　４月16日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－３会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　４月13日（月）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　４月17日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　４月４日（土）、16日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　４月18日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
４月10日（金）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

４月16日（木）
神埼町保健センター
千代田町福祉センター

※脊振町・千代田町で開催する心配ごと相談は、司法書士も担当します。 
◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

４月14日（火）
10：00～12：00 千代田町福祉センター

14：00～16：00 神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111
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シ
リ
ー
ズ 

14

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
千
代
田
町
で
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
能
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
子
ど
も
能
楽
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
能
楽
教
室

　

能
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初

期
に
か
け
て
大
成
さ
れ
、
約
６
５
０
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
存
す
る
演
劇

と
し
て
は
世
界
最
古
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
代
田
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
能

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
体
験
学
習

が
、
８
年
前
か
ら
夏
休
み
に
行
わ
れ
、

観か
ん

世ぜ

流り
ゅ
う

能の
う

楽が
く

師し

の
多
久
島
法
子
さ
ん
の

ほ
か
福
田
淸
道
さ
ん
、
小
池
芳
朗
さ
ん

が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

体
験
学
習
終
了
後
に
、
引
き
続
き
学
び

た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
千
代
田
中
部

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
12
人
が
能
楽
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

演
目
は
「
高
砂
」、「
岩
船
」、「
鶴
亀
」、

「
春し
ゅ
ん

栄ね
い

」。
先
生
か
ら
の
指
名
で
順
番
に

シ
テ
と
し
て
主
役
を
演
じ
、
ほ
か
の
子

ど
も
は
そ
の
後
方
に
座
り
地じ

謡う
た
い

と
し
て

謡う
た
い

を
合
唱
し
ま
す
。
シ
テ
は
膝
を
少
し

曲
げ
て
腰
を
落
と
し
た
姿
勢
で
舞
台
に
立

ち
、
す
り
足
で
か
か
と
を
上
げ
ず
に
滑
る

よ
う
に
歩
き
ま
す
。
ま
た
舞
台
を
強
く
踏

ん
で
足
拍
子
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

謡
の
発
声
は
分
厚
い
声
と
子
音
を
長

く
謡
い
、
語
尾
を
は
ね
あ
げ
る
独
特
の

節
回
し
が
あ
り
ま
す
。

　

先
生
か
ら
シ
テ
の
動
き
や
謡
に
つ
い

て
、
手
本
を
示
し
て
の
細
か
い
指
導
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
教
わ
っ
た
こ
と

を
真
剣
な
表
情
で
受
け
止
め
、
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。
練
習
の
成
果
は
発
表

会
で
各
自
が
演
じ
ま
す
が
、
こ
の
時
は

紋
付
袴
を
着
用
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
足
の
運
び
や
手
の

動
き
が
難
し
い
」「
謡
の
節
回
し
が
う
ま

く
で
き
な
い
」「
教
室
が
楽
し
い
」
な
ど
、

苦
労
や
楽
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
、「
参
加
者
全
員
が
続
け
て

く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
」「
伝
統
芸
能
を

引
き
継
い
で
欲
し
い
」
と
喜
び
と
期
待

の
言
葉
が
あ
り
、「
ま
だ
ま
だ
メ
ン
バ
ー

を
増
や
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◎問い合わせ
　福田　淸道さん
　☎090-8410-4900

有
料
広
告

有
料
広
告

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

残
雪
の
続
く
旅
路
や
夜
を
明
か
す

�

藤
山　

初
次

春
の
風
真
珠
の
指
輪
つ
け
に
け
り

�

牟
田
口
則
子

夢
で
逢
ふ
募
る
愛
し
さ
沈
丁
花

�

香
月
富
士
雄

靖
国
の
桜
と
散
り
し
若
人
よ

�

松
本　

都
子

と
き
め
き
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
風
信
子

�

田
原
ひ
よ
子

た
く
あ
ん
の
黄
色
に
つ
ら
れ
箸
す
す
む

�

東
島
万
喜
子

食
い
終
め
の
大
根
煮
し
め
一
人
食
ふ

�

　

 

井
上　

豊
美

生
き
て
ゆ
く
吾
と
鴉
と
同
じ
春

�

畑
石
蝌
蚪
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

雪
景
色
お
れ
の
頭
は
冬
景
色

�

森
崎　

寛
次

卒
業
と
入
学
う
れ
し
春
の
風

�

若
菜　

花
子

神
様
の
時
計
か
四
季
の
花
時
計

�

吉
村　

民
子

ち
ょ
っ
と
だ
け
派
手
な
マ
ニ
キ
ュ
ア
つ
け
て
み
る

�

田
中　

雅
代

こ
そ
あ
ど
で
会
話
を
済
ま
す
夫
婦
で
す

�

鵜
木
美
代
子

空
箱
が
山
程
積
り
捨
て
き
れ
ず

�

眞
島　

壽
子

健
康
な
体
親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

佐
藤
久
仁
子

父
の
日
が
な
か
っ
た
頃
の
父
想
う

�

眞
島　

永
冶

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

十
三
回
忌
修お
さ

め
し
夜
の
寂し

ゅ
く

寥ぱ
く

に

さ
さ
や
く
ご
と
し
雨
の
や
さ
し
さ

�

中
原　
　

幸

「
海
苔
あ
り
が
と　

ひ
ざ
ま
だ
い
た
い
？
」

沖
縄
の
曾
孫
の
電
話
に
胸
あ
つ
く
な
る

�

坂
井　

栄
子

親
し
げ
に
話
か
け
来
し
は
誰
な
ら
む

し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
会
話
を
交
わ
す

�

城
島　

孝
子

朝
七
時
寒
風
の
な
か
歩
み
つ
つ

山
寺
の
鐘
心
に
沁
み
る

�

田
中　

と
代

寒
山
寺
詩
碑
の
拓
本
触
る
る
と
き

旧と

友も

と
の
旅
の
想
ひ
出
あ
ふ
る

�

納
富　

茂
子

道
の
辺
の
菜
の
花
摘
み
て
ご
ま
和
え
に

春
の
さ
き
が
け
春
の
味
は
ひ

�

前
山
ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

腹
這
ひ
の
孫
の
目
線
の
高
さ
に
て　
　
　

て
ん
と
う
虫
も
孫
を
見
て
ゐ
る

�

高
橋　

露
子

主
な
き
庭
に
も
梅
の
花
は
咲
き

桃
の
花
咲
き
小
鳥
呼
ぶ
か
な

�

石
田
千
津
代

九
年
庵　

春
の
一
般
公
開

◎
問
い
合
わ
せ　
　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

秋
の
紅
葉
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
国
の
名
勝
「
九
年
庵
」。
平
成
22
年
か
ら
春
の
季

節
も
期
間
限
定
で
一
般
公
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
あ
る
約
１
４
０
本
の
モ
ミ
ジ
の
新
緑
や

足
元
の
苔
に
色
と
り
ど
り
の
ツ
ツ
ジ
が
彩
り
を
添

え
ま
す
。

○
公
開
期
間　

５
月
２
日（
土
）～
６
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

○
美
化
協
力
金
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０
円

○
駐
車
場　

仁
比
山
公
園

○
駐
車
料
金　

乗
用
車
�
５
０
０
円

○
主
催　

神
埼
市
・
神
埼
市
観
光
協
会

○
と
き　

５
月
２
日
（
土
）

　
（
受
付
）
午
前
８
時
30
分
～
11
時

○
受
付
場
所　

Ｊ
Ｒ
神
埼
駅　

北
口

○
コ
ー
ス
（
13
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～
竹

原
王
仁
神
社
（
お
ふ
る
ま
い
）
～
九

年
庵
（
公
開
中
）
～
仁
比
山
神
社
～

梅
の
花
神
埼
村
（
お
ふ
る
ま
い
）
～

白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

※
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
九
年
庵
へ

の
入
園
に
は
、
美
化
協
力
金
（
３
０

０
円
）
が
必
要
で
す
。

　

神
埼
市
観
光
協
会
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
完
歩
者
（
神
埼
駅
で
の
ゴ
ー
ル
時
）

先
着
１
，０
０
０
名
様
に「
酒
ま
ん
じ
ゅ

う
」
の
お
ふ
る
ま
い
。

新
緑
の
「
九
年
庵
」
と

　

お
ふ
る
ま
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

神
埼
市
観
光
協
会
は
、「
観
光
客
の
誘
致
、
産
業

の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
入
会
さ
れ
た
方
に
は
、

１
口
あ
た
り
２
枚
の
九
年
庵
へ
の
入
園
優
待
券
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◎
会
費　

１
口
�
１
，０
０
０
円

　

個
人
�
１
口
以
上

　

法
人
及
び
団
体
�
３
口
以
上

※
「
吉
野
ヶ
里
遊
学
館
」「
わ
ん
ぱ
く
館
」
の
物
産

所
へ
の
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

神
埼
市
観
光
協
会
会
員
募
集
中
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